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竹原市民生都市建設委員会

令和５年９月８日開会

会議に付する事件

（付託案件）

１ 議案第５１号 竹原市保育所設置及び管理条例を廃止する条例案

２ 議案第５３号 竹原市手数料条例の一部を改正する条例案

３ 議案第５４号 竹原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例案

４ 議案第５９号 令和５年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

５ 議案第６０号 令和５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号）

６ 陳受第５－６号 中通小学校区内の生活道路・橋梁整備の要望書

（その他）

１ 閉会中の継続審査の申出について
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（令和５年９月８日）

出席委員

委員外議員出席者

職務のため会議に出席した者は、下記のとおりである

議会事務局長 笹 原 章 弘

議会事務局係長 道 面 篤 信

氏 名 出 欠

下 垣 内 和 春 出 席

蕎 麦 田 俊 夫 出 席

宇 野 武 則 欠 席

吉 田 基 出 席

高 重 洋 介 出 席

今 田 佳 男 出 席

村 上 ま ゆ 子 出 席

氏 名

松 本 進

大 川 弘 雄

川 本 円

堀 越 賢 二

山 元 経 穂

平 井 明 道
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説明のため会議に出席した者は、下記のとおりである

職 名 氏 名

副 市 長 新 谷 昭 夫

市 民 福 祉 部 長 塚 原 一 俊

市 民 課 長 内 山 修

社 会 福 祉 課 長 住 田 昭 徳

健 康 福 祉 課 長 森 重 美 紀
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午前９時５５分 開会

委員長（下垣内和春君） ただいまの出席委員は６名であります。定足数に達しておりま

すので、令和５年第３回定例会の民生都市建設委員会を開会いたします。

本日、当委員会に付託を受けております案件は、付託議案等一覧表に記載のとおりであ

ります。

副市長から発言の申出がありましたので、これを許可いたします。

副市長。

副市長（新谷昭夫君） 皆さん、おはようございます。

本日は、令和５年第３回定例会へ提案をさせていただいております議案のうち、議案第

５１号外４議案につきまして説明をさせていただきますので、慎重な御審議のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

それでは、これより議事に入ります。

本委員会に付託された諸議案について、執行部の説明を受けてまいります。

審査の都合上、審査の順序につきましては、お手元の付託議案審議順序表の順に行って

まいりたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） 異議なしと認め、そのように執り行います。

なお、執行部からの説明は、以後、座ったまま行っていただいて結構です。

それでは、議案第５１号竹原市保育所設置及び管理条例を廃止する条例案を議題としま

す。

提案者の説明を求めます。

社会福祉課長。

社会福祉課長（住田昭徳君） おはようございます。社会福祉課でございます。

それでは、議案第５１号竹原市保育所設置及び管理条例を廃止する条例案につきまして

御説明をさせていただきます。

議案書の１３ページ、議案参考資料の１７ページをお開きください。

本議案は、児童数の減少により、現在休所中である東野保育所を廃止するものでござい

ます。

続きまして議案参考資料の１８ページを御覧ください。
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竹原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例、新旧対照表となります。

このたびの廃止に伴い、職務の名称におきまして保育所の所長職を削るべく、関連議案

といたしまして竹原市職員の給与に関する条例の一部改正を併せて行う内容となっており

ます。

東野保育所につきましては、昭和３４年に開所され、休所するまでの長きにわたり、本

市の乳幼児保育の推進に寄与し、児童の健全な育成に資するよう運営をしてまいりまし

た。保護者や地元に対しまして東野保育所の閉所方針を説明させていただいた結果、一定

に御理解をいただいたことから、当該保育所を令和５年度末、令和６年３月末にて閉所と

するものでございます。併せてこの間、民生都市建設委員会におきましても、方針案、そ

れから保護者説明、地元説明の取組状況、それから今年度からの休止の運営につきまして

等々、既に御説明をさせていただいたところでございます。

このたび、議案といたしまして保育所の廃止条例を上程いたしますけども、引き続きそ

の他市内の認定こども園におきまして就学前の教育保育を実施し、適切に事業を進めてい

きたいというふうに考えております。

議案第５１号の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

これより質疑を行います。

質疑のある方は、順次挙手により一問一答でお願いいたします。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） 今回廃止になりますけれども、もし子供が増えてきた場合、東野

保育園の再開とかというのは検討されているのでしょうか。

委員長（下垣内和春君） 社会福祉課長。

社会福祉課長（住田昭徳君） 今後の子供の数の推測に関する御質問でございますけど

も、いわゆる竹原市内で子供が今後増えていくという状況になった場合には、やはり竹原

市全体の中でどういった在り方がいいのか、数が増えたからすなわち東野を、要は施設を

つくるというわけではなく、質の向上を目指してどういった形がいいのかというのを議論

するということでございますので、そこが地区的に東野保育所になるものなのか、または

ほかの場所になるものなのか分かりませんけども、そういった形で全体の数、それからそ

のときのいわゆる施設側の受入れ体制の問題等々を含めましてどういった形がいいのか、

そこを検討しながら進めてまいりたいというふうに考えています。
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以上です。

委員長（下垣内和春君） よろしいですか。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようですので、次に参ります。

議案第５３号竹原市手数料条例の一部を改正する条例案を議題とします。

提案者の説明を求めます。

市民課長。

市民課長（内山 修君） それでは、議案第５３号竹原市手数料条例の一部の改正につい

て御説明いたします。

お手元の議案等補足説明資料、こちらを御準備いただきまして、２ページを御覧くださ

い。

旅館業法の一部改正に伴う手数料条例の一部の改正について御説明をいたします。

１の概要でございます。

生活衛生関係営業等の事業活動の継続に資する環境の整備を図るための旅館業法等の一

部を改正する法律が、国のほうで公布をされました。その中の旅館業法が一部改正となっ

ております。これによりまして、営業の許可手続の一部が地位の承継の承認に変更となり

ます。当該手続の手数料の額について、必要な条例の改正を行うものでございます。

２番の国の動きでございます。

国におきましては、本年６月１４日に先ほど御説明をいたしました一部法改正がござい

ました。また、実際の施行時期につきましては、改めて６か月以内に省令で定める日とな

っております。それでありますと、本年１１月までには省令の施行日が定まる予定でござ

いますので、今回の議会での上程となりました。

３番の今回の改正の概要でございます。

御覧の表中の太い線で囲んだ部分について、既存施設の営業者が変更となる場合のう

ち、事業を譲渡する場合において、改正前は２万２，０００円でございましたが、改正後

は７，４００円と減額するものであります。これは、事業継続中に事業を承継する場合に

おいては、経営者の交代をするだけでございますので、施設改修が特別にない限り、相続

の場合と何ら事務手続上変わらないため、相続の場合の金額と同様の金額となったもので

ございます。ただし、事業を一旦やめられて事業を休止した後に新たに事業を譲渡される
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場合については、従来どおり新規の許可申請、２万２，０００円が必要となります。

４番の本市への影響でございますが、現在市内の旅館業営業者数が２９軒であります。

現在、当課のほうに事業譲渡の事前相談はございません。事業譲渡は頻繁にあるものでは

ございませんので、手数料が２万２，０００円から７，４００円となり、１万４，６００

円の減額となりますが、本市の影響は僅かであると思われます。

議案第５３号の説明は以上でございます。よろしくお願いします。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

これより質疑を行います。

質疑のある方は、順次挙手により一問一答でお願いいたします。

ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようですので、次に参ります。

議案第５４号竹原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例案を議題とします。

提案者の説明を求めます。

社会福祉課長。

社会福祉課長（住田昭徳君） それでは、議案第５４号竹原市個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案につきまして御説明をさせていただき

ます。

議案書の２１ページ、議案参考資料の２５ページをお開きください。

まず、議案参考資料のほうで説明をさせていただきます。

本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改

正されたことを踏まえ、個人番号の独自利用事務に、生活に困窮する外国人に対して行う

生活保護法の取扱いに準じた被保護者健康管理支援事業の実施に関する事務を加えるな

ど、必要な規定を整備する内容となっております。

改正内容につきましては、１、個人番号の独自利用事務として、生活に困窮する外国人

に対して行う生活保護法の取扱いに準じた被保護者健康管理支援事業の実施に関する事務

を加える。２、被保護者健康管理支援事業の実施に関する事務の情報を独自利用事務を処

理するために必要な限度で利用できることとする。この２点になっております。

この被保護者健康管理支援事業でございますが、被保護者に対しましては、医療と生活
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の両面から健康管理に対する支援として令和３年度から必須事業として施行されておりま

す。支援内容といたしましては、健診の受診の勧奨のほか、特に生活習慣病の発症予防、

重症化予防等を推進する内容となっており、本市では糖尿病の方を中心に重症化を防ぐ内

容としてスタートをしたものでございます。

ここで、別添配付をしております委員会資料を御覧いただければと思います。

このたびの条例改正等に至る背景も含めまして、補足説明をさせていただきます。

まず、概要でございますが、生活に困窮する外国人に対する生活保護法に準じた被保護

者健康管理支援事業の実施に関する事務を定めるとともに、その他の生活保護受給者と同

様に医療扶助におけるオンライン資格確認並びにマイナポータル上における自身の健康増

進法による健康増進事業の実施に関する情報等の閲覧を可能とする内容となります。

要旨でございますが、まず生活保護法の一部改正の背景でございますが、給付は高齢者

中心、負担は現役世代中心という現在の社会保障の構造を見直し、全ての世代で広く安心

を支えていく全世代対応型の社会保障制度の構築に向け、生活保護法等の一部改正を盛り

込んだ全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律

が令和３年６月に公布をされております。この改正法によりまして、生活保護受給者の医

療扶助の資格確認においてマイナンバーカードを利用したオンライン資格の確認を使用す

ること等が定められました。関連法である生活保護法も一部改正が行われたという背景が

ございます。

次に、このたび上程をさせていただいた条例改正案との関係性でございます。

この令和３年の法改正によりまして、生活保護受給者はオンライン資格確認等システム

の利用が可能となってまいりました。しかしながら、当該受給者のうち外国人世帯の方に

つきましては、厳密には生活保護法の対象ではございません。昭和２９年の厚生労働省通

知による生活保護法の取扱いに準じた措置であるということから、このオンライン資格確

認等システムを同様に利用するに当たっては、生活保護法の改正だけではなく、別途その

自治体でマイナンバーの独自利用のための条例改正が必要となってくるといったことでご

ざいます。なお、昨年１２月議会におきましても、医療扶助におけるオンライン資格確認

を可能にするため、一部改正を行ってまいりました。このたびはマイナポータルからの健

診情報等の閲覧を可能にすべく、本条例の改正を同じように行っていくといったことござ

います。

改正内容といたしましては、個人番号を利用する事務として、２点目、同一機関内の複



- 9 -

数の事務間で特定個人の情報の利用として、３番目、同一団体内の他機関への特定個人情

報の提供として、それぞれ内容を追加したといった内容でございます。

次ページのフロー図のほうを御覧いただければと思います。

このたびの健診の情報の流れを図化したものでございます。上側が一般の被保険者の

方、下段が被保護者での情報等の流れを示したものとなっております。

このたびの改正によりまして、被保険者あるいは被保護者が健診等を受診した場合にお

きましては、その健診機関から医療保険者あるいは福祉事務所を介しまして支払基金であ

る特定健診等データ収集システム等に情報がまず集約されます。その後、例えば一媒体で

あるマイナポータル等を使いまして御自身の健診情報を閲覧できるといった内容になって

おります。

施行期日は公布の日、根拠法令につきましては、行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法第９条となります。

議案第５４号の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

これより質疑を行います。

質疑のある方は、順次挙手により一問一答でお願いいたします。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） すみません。この事業に該当する対象者は、竹原にどれぐらいい

らっしゃいますか。

委員長（下垣内和春君） 社会福祉課長。

社会福祉課長（住田昭徳君） 外国人世帯、被保護者の中での外国人世帯でございます。

２世帯、４人というふうに把握をしております。

以上です。

委員長（下垣内和春君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） ２世帯なのですけれども、ほかに今後外国人の方がいらっしゃっ

たりして、周知とかはどういうふうに進めていかれるのか教えていただけますか。

委員長（下垣内和春君） 社会福祉課長。

社会福祉課長（住田昭徳君） 周知でございますけども、我々担当課のほうでは確かに被

保護者、要は保護世帯向けということでございますが、このマイナンバー制度につきまし

ては、いわゆる国民全体の話でございます。竹原市にはざっと、これも直近の数字ではあ
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るのですけども、全体の外国人の方で１８７世帯の方がいらっしゃいますので、そういっ

た全体の中でまずマイナンバーカードの取得というのは当然行われると。あとは、例えば

その方の中で、取得されていない方がいらっしゃって、生活保護の受給のために窓口にい

らっしゃった場合には、当然その中で、例えば医療を受けるというようなタイミング等と

いうのは日常の生活で起きるわけですので、そういった場合について今の制度を説明して

いくといったことは必要かというふうに考えております。

以上です。

委員長（下垣内和春君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようですので、次に参ります。

議案第５９号令和５年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議題としま

す。

提案者の説明を求めます。

市民課長。

市民課長（内山 修君） それでは、議案第５９号の国民健康保険特別会計に関わる補正

について御説明申し上げます。

議案等補足説明資料の６ページを御覧ください。

例年９月議会に補正をお願いしております令和４年度国民健康保険特別会計における精

算でございます。

１番の歳入の説明の前に、２番の歳出のほうから御説明をさせていただきます。

（１）の過年度において広島県から国民健康保険保険給付費等交付金を受けておりま

す。この交付金事業は、特定健康診査等負担金、いわゆるメタボ健診の費用でございま

す。令和４年度の市の見積りでは、２，０６８人分の予算を見込んでおりました。実際に

は１，５６１人の受診となりまして、５０７人分の減となっております。受診者の減の原

因でございますが、昨年来の新型コロナウイルス蔓延による検査控えが原因と考えており

ます。５０７人分の交付金を国から既に受けておりますので、これに相当する予算であり

ます２０６万４，０００円を国に返還するものでございます。

次に、歳入でございます。

１番を御覧ください。

返還の財源といたしましては、先ほど申し上げたとおり既に県のほうから交付金を受け
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ておりますので、昨年度からの繰越金８４９万９，０００円の中から２０６万３，０００

円を充当し、今年度の予算１，０００円と合わせまして、総額２０６万４，０００円とす

るものでございます。

議案第５９号の説明は以上でございます。よろしくお願いします。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

これより質疑を行います。

質疑のある方は、順次挙手により一問一答でお願いいたします。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようですので、次に参ります。

議案第６０号令和５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

提案者の説明を求めます。

健康福祉課長。

健康福祉課長（森重美紀君） 議案第６０号令和５年度竹原市介護保険特別会計補正予算

（第１号）について御説明いたします。

介護保険特別会計の補正につきましても、例年どおり保険給付費の精算に伴う返還金を

追加する内容となっております。

市民福祉部の議案等補足説明資料の８ページをお開きください。

まず、歳入について御説明いたします。

（１）の前年度繰越金であります。

令和４年度介護保険特別会計について、決算により繰越金が生じたため６，５６２万

５，０００円を追加するものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

（１）の介護給付費準備基金積立金につきましては、後ほど御説明いたします。

（２）の過年度返還金であります。

令和４年度介護給付費交付金及び地域支援事業交付金の精算に伴い、返還金が生じたた

め５，２２９万９，０００円を追加計上するものであります。

内容につきましては、８ページ下段から９ページの返還金内訳にございます。

アの介護給付費の国、県、支払基金への返還額とイの地域支援事業費の国、県への返還

額を合わせ、総額５，２２９万９，０００円を追加するものであります。



- 12 -

（１）の介護給付費準備基金積立金にお戻りください。

ここまでの歳入歳出で御説明いたしました特別会計予算の補正に当たり、歳入歳出の均

衡を図るため、その差額の１，３３２万６，０００円を増額するものであります。

令和５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号）については以上でございます。

委員長（下垣内和春君） ありがとうございました。

これより質疑を行います。

質疑のある方は、順次挙手により一問一答でお願いいたします。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） それでは、ここで委員による質疑を一旦保留し、暫時休憩いた

します。

説明員は退席願います。

午前１０時１８分 休憩

午前１０時１９分 再開

委員長（下垣内和春君） それでは、休憩を閉じて会議を再開します。

それでは、委員間討議を始めます。

まず、第１１７条第１項の規定による委員外議員の出席または第２項の規定による委員

外議員の発言について要求のある方は申出願います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。

それでは、付託議案について委員間討議を始めます。

委員の皆様、追加の質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） 以上をもって本委員会への付託議案に対する質疑を終結いたし

ます。

説明員を入室させますので、暫時休憩いたします。

午前１０時２０分 休憩

午前１０時２０分 再開

委員長（下垣内和春君） 休憩を閉じて会議を再開します。

これより順次討論、採決に入ります。
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なお、討論、採決の順序につきましては、議案番号順に執り行ってまいります。

それでは、議案第５１号竹原市保育所設置及び管理条例を廃止する条例案について、こ

れより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。

起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第５３号竹原市手数料条例の一部を改正する条例案について、これよ

り討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結します。

これより起立により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。

起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第５４号竹原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例案について、これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結します。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。
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起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第５９号令和５年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について、これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。

起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第６０号令和５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて、これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。

起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

以上で今定例会で本委員会に付託された議案の審査は終了しました。

議事の都合により、暫時休憩します。

委員の方はそのままお待ちください。

午前１０時２４分 休憩

午前１０時２４分 再開

委員長（下垣内和春君） 休憩を閉じて会議を再開します。

次に、継続審査となっております陳受第５－６号中通小学校区内の生活道路・橋梁整備

の要望書を議題とします。

本件について委員間討議を行います。
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本陳情の取扱いについて何か御意見等がありましたら御発言願います。

高重委員。

委員（高重洋介君） 先月でしたかね、委員会で視察等々行かせていただいて、また参考

人招致ということでいろんなお話を伺いました。工事自体はまだまだこれからなので、取

りあえず採択をいたしまして、今後当委員会でも工事が安全に進んでいるかとか、また地

域の住民の声が反映されているかということを注視しながら進めていければいいのではな

いかなということで、取りあえず今回は採択をするべきではないかと。

委員長（下垣内和春君） 採決でいいですか。

委員（高重洋介君） 採決。

委員長（下垣内和春君） 採択ではなく採決。

そういう意見がありますが、ほかの方、何か御意見がございましたらよろしくお願いい

たします。なかったら採決をさせていただきたいと思うのですが、よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） そのようにさせていただきます。

それでは、陳受第５－６号中通小学校区内の生活道路・橋梁整備の要望書について、こ

れより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本陳情について、採択することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

委員長（下垣内和春君） ありがとうございます。着席ください。

起立全員であります。よって、本陳情は採択することに決しました。

当委員会に付託されました議案全てが議了いたしました。

この際、お諮りいたします。

ただいま議決しました本委員会の付託議案に対する委員会報告につきましては、本日の

議事結果を報告することとします。また、本会議での委員長報告の内容につきましては、

委員長に御一任いただきたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長（下垣内和春君） 御異議なしと認めます。よって、そのように決しました。

また、あわせて議決事件の字句等の読み違いにつきましては、後刻、委員長において調

整いたしますので、御了承願います。

その他の事項に移ります。

閉会中の継続審査の申出についてでありますが、このたび閉会中の１１月に視察研修を

予定しております。したがいまして、視察研修のテーマであります①医療と介護の連携、

②荒廃竹林整備、③子育て支援を個別案件として取り上げる必要があります。次回の閉会

中の委員会において、執行部からこれら案件の現状と課題を聞き取った上で、視察先に対

する質問事項を取りまとめるなど事前の調査研究を予定いたします。視察先には事前にど

ういうことを詳しく聞きたいのかを伝える必要がありますので、視察研修のテーマに沿っ

た所管事務調査を行うこととします。

その他、委員の皆様におかれまして継続審査、調査について御意見なり御要望はござい

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようですので、別紙のとおり議長に申し出ることに対し御

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。

それでは、委員のほうからその他委員会運営等について御意見があれば御発言願いま

す。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（下垣内和春君） ないようであれば、以上をもって本日の民生都市建設委員会を

閉会いたします。

お疲れさまでした。ありがとうございました。

午前１０時２９分 閉会


